
経験を力にかえて、
継続していける事を考えていきませんか？
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～介護発の感染対策～



本日、お伝えしたい事

・介護職が主体的に感染対策を考えられるようにする

・看護師と介護職の連携を強化する

・『対策を守る事』から『続けられる対策』へ見直す



コロナ前
結核や疥癬、インフルエンザ、ノロウイルスを経験しながらも
死者は出る事はなく、エプロンやグローブを使用していれば、
感染症は防げると思っていた

2022年2月
たった1人のショート利用者から、職員・利用者がコロナに感染。
その後、コロナはとどまる事なく、
約半数の職員が感染し、利用者からは死者も…

自施設だけの対応ではコロナを終息させる事は困難な為、
京都府感染施設内感染専門サポートチームのご指導を受け、
なんとかコロナクラスター終息させる

当施設が感染症で学んだこと



これまでの感染対策

・感染対策は看護師中心で決定し、

介護職は実施する立場

・現場の動線と考え方にズレがあり、

実践しにくい状況であった
京都府感染施設内感染専門サポートチームより、

施設内で自立的に感染対策がとれる
体制の構築を可能にするようにとの助言を受け、現在に至る



• 介護職が感染対策を学習

• 現場ベースで手順書を作成

• 特徴：実践場面に即した内容

 （例） PPE着脱、熱発者の居室変更、 排泄介助、食事介助、

バルーン尿処理、口腔ケア 等

• 図やフローチャートを活用

成果

• 判断のばらつき減少

• 統一性向上

• 「自分たちの基準」として定着

現場主導で“使える手順書”を作成



1. 現場から改善意見が出るようになった

2. 実感染対策の理解が深まった

3. 実行できる方法を考えるようになった

4. 『どうすればできるか』という考え方に変化

5. 現場に合う対策へ改善 看護主導から
『介護・看護連携』へ

介護職が学ぶ事による変化



継続できない理由

・手順が複雑で、現場の中で組み込めていない

・忙しくて優先度が下がっている

・やり方にばらつきがある

・やらされ感が出る

また、
有事には一生懸命行うが、
平時になると意識が薄れ、
おろそかになる事もある



・動線に合わせて物品を配置

・手順をシンプルにする

・見える化する（イラスト手順書の作成・掲示）

・声かけ、確認を習慣化

・チームで共有する

・日々、改善を続ける

継続するための工夫

例）アルコール消毒液の所持、必要物品を配置など



利用者さんの体調不良の
早期発見や対応につながる

•介護職の学びで感染対策が進化 プライベートでも自然と意識がいき、
個人の体調不良が抑えられる

人員の安定

まとめ

・看護師との連携で実行力が向上

•大事なのは『続けられる対応である事』

•小さな改善の積み重ねが大切

継続できる感染対策が
確立できる事で、
利用者さん・職員の
安全確保につながります



高齢者施設
「感染対策の取り組み」のご紹介

特別養護老人ホーム 竹の里ホーム

感染管理認定看護師 花瀬朋子





施設の感染対策の確認が
できます！

・必要な対策のアドバイス
・過剰な感染対策の整理

が業務軽減に！

竹の里ホーム
第２竹の里ホーム

感染制御の実地指導

ラウンド
風景

さいごに
総合評価
ミーティング



令和８年度 京都介護施設ワーキング



令和７年度の研修会のようす

１回目 ２回目・３回目 ４回目

□感染対策に必要な基礎学習
□施設の今のケア手順を振り
かえります。

感染管理認定看護師の方が
アドバイザーとして、

□新しい感染対策を組み込んだ
ケア手順書をいっしょに考え作成

作成したケア手順書を
□施設で伝達
□遵守状況を調査
□結果を他の参加者と共有
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